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生産の維持・継続・発展ができるよう
市場へ販売強化と支援を要請

3月 11日 、菊池組合長をはじめとする役職員は、いちごを出

荷している東京新宿ベジフル株式会社を訪問しました。

菊池組合長は「農業者の高齢化と後継者不足、資材と燃料の

価格高騰もあり農業に対する将来への大きな不安材料になって

おります。以前にも増して『高品質』の青果物を消費者へ届け

られるよう、生産者・関係者が一丸となつて取組んでまいります。

今後も生産の維持・継続・発展ができるよう卸売市場の皆さま 左から
方には引き続きよリー層の販売へのご尽力 。ご支援をいただけ

るようお願い申し上げます」と話し、要望書を手渡しました。

1月下旬から3月上旬にかけて、 JA南彩無料職業紹介所「JA南彩あ
ぐリサポート・梨栽培サポーター」を活用の場とした、仕事の求人者と求

職者の職業紹介を行い、依頼のあつた梨畑の剪定作業を行いました。

この取組みはJA南彩で毎年開催している梨栽培請習「新規ナシ栽培塾」
の塾生を中心に、「梨栽培サポーター」へ登録をしていただき、農家から作

業の依頼があったときに職業紹介をしています。

令和 2年より活動を始め、剪定作業の他、網掛け、収穫など、一時的
に不足する労働力を支援す

る取組みを行つており、梨

栽培サポーターの登録者も

東京新宿ベジフル川越支店 小山浩―支店長、

東京新宿ベジフル 遠藤貢司代表取締役社長、

菊池組合長、JA南彩苺共販部会 岸利―会長、
松岡常務

徐々に増え、活躍の場を広げています。

剪定の依頼をした春田部市の田□宏さんは「去年『広報誌なんさい』
の記事を見て梨栽培サポーター制度を知りました。梨畑の面積が広

く剪定作業に人手が必要なので手伝いをお願いしました。予定通り

作業が終わり助かつた」と話していました。

梨栽培サポーターの鈴木精―さんは '「サポーターの輪を広げて、

梨特産地を維持、発展していくための活動をしていきたい」と話し
今回依頼をした春日部市の田口宏さん (前列左か てぃました。
ら2番目)と梨栽培サポーターの皆さん
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2月 13日、本店で、菊池組合長他常勤役員 3

名、JA埼玉県中央会小池和明専務理事、JA」奇
玉県青年部協議会森田泰弘委員長を来賓として迎

え、JA南彩青年部設立から10年を祝う記念式典
を行いました。

以前より青年部と交流がある藤木員也参議院議

員を招き、「農業を取り巻く情勢等について」講

演をしていただき、その後は意見交換もいたしま

した。また、10周年を記念した「記念誌」を作成

し、ホームページからも閲覧できるようになつて

います。                 彦孟

なんさい6

梨栽培サポーターが今年も活躍中ノ
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